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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の透明基板間に液晶を封入してなる液晶表示パネルと、前記一対の透明基板のうち
一方の透明基板に対して、前記一対の透明基板のうち他方の透明基板が配置された側とは
反対側に配置され、前記液晶表示パネルに対して光を照射するバックライトとを有する液
晶表示装置であって、
　前記液晶表示パネルは、前記一対の透明基板間に封入された液晶を駆動して表示を行う
液晶表示領域と、前記液晶表示領域以外の非液晶表示領域内であって前記液晶を駆動する
駆動回路が配置された駆動回路領域を含む基板表示領域とを有し、
　前記基板表示領域のうち前記駆動回路領域以外の領域に、前記バックライトからの出射
光のうちの特定波長の成分光を透過し且つ前記特定波長の成分光以外の成分光の透過を遮
断するカラーフィルタが配置されるとともに、前記基板表示領域のうち前記駆動回路領域
に、全ての波長の照射光の透過を遮断する遮光膜が前記駆動回路と重ねて配置されること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記カラーフィルタまたは前記遮光膜は所定の装飾表示をなす図案化された形状を有す
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記バックライトは前記液晶表示領域および前記基板表示領域に重ねて配置された導光
板を有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
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【請求項４】
　前記導光板は前記カラーフィルタまたは前記遮光膜に重ねて配置されることを特徴とす
る請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記カラーフィルタまたは前記遮光膜は、前記バックライトからの出射光により前記カ
ラーフィルタまたは前記遮光膜の各形状に応じた静的な装飾表示となることを特徴とする
請求項３または請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記遮光膜は前記駆動回路の全体と重ねて配置されることを特徴とする請求項１乃至請
求項５のうちの何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記カラーフィルタまたは前記遮光膜は、前記一方の透明基板のうち、前記一方の透明
基板に対して前記バックライトが配置された側の面に配置されていることを特徴とする請
求項１乃至請求項６のうちの何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記非液晶表示領域のうち、前記駆動回路領域を含み且つ前記液晶表示パネルの少なく
とも縁端部を除く領域が前記基板表示領域とされ、
　前記非液晶表示領域のうち前記基板表示領域以外の領域に文字または数字を表すマーク
が配置されることを特徴とする請求項１乃至請求項７のうちの何れかに記載の液晶表示装
置。
【請求項９】
　前記マークは前記遮光膜と同じ材料により形成されることを特徴とする請求項１乃至請
求項８のうちの何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記一方の透明基板の一縁端部は、前記他方の透明基板のうち前記一縁端部に対応する
端面から、前記液晶が封入された側とは反対側に延出された延出部とされることを特徴と
する請求項１乃至請求項９のうちの何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記基板表示領域は前記一方の透明基板の前記延出部に配置されることを特徴とする請
求項１乃至請求項１０のうちの何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記駆動回路は半導体チップであり、前記延出部に配置されることを特徴とする請求項
１０または請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記カラーフィルタまたは前記遮光膜はインクジェット法により塗布形成されているこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項１２のうちの何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　第１の透明基板と第２の透明基板との間に液晶を封入してなる液晶表示パネルと、前記
第１の透明基板に対して前記第２の透明基板が配置された側とは反対側に配置され、前記
液晶表示パネルに対して光を照射するバックライトとを有する液晶表示装置であって、
　前記第１の透明基板の一縁端部は、前記第２の透明基板のうち前記一縁端部に対応する
端面から、前記液晶が封入された側とは反対側に延出された延出部とされ、
　前記液晶表示パネルは、前記第１の透明基板の前記延出部以外の部分に、前記第１およ
び第２の透明基板間に封入された液晶を駆動して表示を行う液晶表示領域と、前記第１の
透明基板の前記延出部に、前記液晶を駆動する半導体チップが搭載された駆動回路領域を
含む基板表示領域とを有し、
　前記第１の透明基板のうち、前記第１の透明基板に対して前記バックライトが配置され
た側の面において、前記基板表示領域のうち前記駆動回路領域以外の領域に、前記バック
ライトからの出射光のうちの特定波長の成分光を透過し且つ前記特定波長の成分光以外の
成分光の透過を遮断するカラーフィルタが配置されるとともに、
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　前記第１の透明基板のうち、前記第１の透明基板に対して前記バックライトが配置され
た側の面において、前記基板表示領域のうち前記駆動回路領域に、全ての波長の照射光の
透過を遮断する遮光膜が前記駆動回路と重ねて配置されることを特徴とする液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネルの液晶封入領域以外にも光を照射して表示を行う液晶表示装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルは、一対の基板間に液晶を封入し、その封入された液晶に電界を印加し
て光の透過率を制御し、表示を行うものである。従って、液晶が封入されていない領域は
、表示が行われない所謂額縁領域であり、製品としては可及的に狭いことが好ましい。
【０００３】
　しかるに、近年の液晶表示装置においては、その高精細化にともない、配線とその接続
端子の数が増加し、従って、必然的に液晶封入領域外のリード配線の引き回し領域及び接
続端子の配列領域が増加して、その分、額縁領域が広くなってしまう。また、特許文献１
に示されるように、額縁領域の基板上に液晶を駆動するドライバ素子としての半導体チッ
プをＣＯＧ（Chip On Glass）方式により搭載した液晶表示パネルにおいては、額縁領域
が半導体チップを搭載した基板の一縁端部に大きく生じてしまい、表示装置としての表示
領域と額縁領域のバランスが悪くなり、製品品質を低下させてしまうことになる。
【特許文献１】特開２０００－２８４２６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、容易に額縁領域を狭くできると共に表示領域と額縁領域のバランスを
改善でき、ドライバ素子がＣＯＧ搭載される場合にも両領域のバランスを悪化させること
のない液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、本発明の液晶表示装置は、一対の透明基板間に液晶を封入し
てなる液晶表示パネルと、前記一対の透明基板のうち一方の透明基板に対して、前記一対
の透明基板のうち他方の透明基板が配置された側とは反対側に配置され、前記液晶表示パ
ネルに対して光を照射するバックライトとを有する液晶表示装置であって、前記液晶表示
パネルは、前記一対の透明基板間に封入された液晶を駆動して表示を行う液晶表示領域と
、前記液晶表示領域以外の非液晶表示領域内であって前記液晶を駆動する駆動回路が配置
された駆動回路領域を含む基板表示領域とを有し、前記基板表示領域のうち前記駆動回路
領域以外の領域に、前記バックライトからの出射光のうちの特定波長の成分光を透過し且
つ前記特定波長の成分光以外の成分光の透過を遮断するカラーフィルタが配置されるとと
もに、前記基板表示領域のうち前記駆動回路領域に、全ての波長の照射光の透過を遮断す
る遮光膜が前記駆動回路と重ねて配置されることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の液晶表示装置によれば、液晶が封入されていないために額縁領域となる非液晶
表示領域に光透過制限部材を設置するとともにこれにバックライトの光を照射して表示領
域とするから、額縁領域が狭められるだけでなく表示領域と額縁領域のバランスを容易に
改善でき、ドライバ素子がＣＯＧ搭載される場合にもそれら両領域のバランスの悪化を回
避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【０００７】
　本発明の液晶表示装置においては、光透過制限部材として、バックライトからの出射光
のうちの特定波長の成分光の透過を遮断するカラーフィルタを設置することが好ましく、
これにより、非液晶表示領域においても見映えのするカラー表示を行うことができる。
【０００８】
　また、非液晶表示領域の透明基板に液晶を駆動するための半導体チップが設置されてい
る場合には、光透過制限部材として、カラーフィルタに加えて、実質的に全ての波長の照
射光の透過を遮断する遮光膜が、少なくとも半導体チップの設置領域に対応させて半導体
チップとバックライトとの間に設置されていることが好ましく、これにより、ドライバチ
ップをＣＯＧ搭載した液晶表示装置の表示領域と額縁領域のバランスが改善されるととも
にも半導体チップの光照射による誤動作が防止される。
【０００９】
　さらに、本液晶表示装置における光透過制限部材は、インクジェット法により塗布形成
されることが好ましく、これにより、複雑な形状のカラーフィルタも時間及びコストの双
方の面で効率良く設置できる。
【００１０】
　以下、本発明の好適な実施形態について説明する。
　図１は本発明の一実施形態としての単純マトリクス型液晶表示装置を示す平面図、図２
と図３はそれぞれ図１におけるII－II線断面図とIII－III線断面図、及び図４は本実施形
態の液晶表示装置における液晶表示パネルの底面図である。
【００１１】
　本実施形態の液晶表示装置は、図２に示すように、大略、液晶表示パネルＬPとバック
ライトＢLからなる。
【００１２】
　液晶表示パネルＬPは、表示の観察側となる前側に配置される前ガラス基板１とその反
対側の後側に配置される後ガラス基板２とが、枠状に配置されたシール材３を介し所定の
間隙を保って接合されてなる。これら一対の前、後ガラス基板１、２間のシール材３で囲
まれた領域には、液晶Ｌが封入されている。そして、本実施形態では後ガラス基板２の一
縁端部が、前ガラス基板１の対応する端面よりも液晶Ｌが封入されている内側とは反対側
の外側に延出されて、延出部２ａが形成されている。
【００１３】
　一対の前、後ガラス基板１、２の液晶Ｌを介して対向する各内面には、図示してはいな
いが、それぞれ、複数の表示電極と走査電極が互いに直交する方向に配設されている。こ
れら表示電極と走査電極が液晶Ｌを介して交差し対向する１区画領域が、表示を行うため
の１個の画素となり、これらの画素がドットマトリックス状に配列されて、液晶表示領域
Ｄeが形成されている。
【００１４】
　上述の表示電極と走査電極を被って、それぞれ、所定の方向に配向処理が施された配向
膜（不図示）が一様に被着されている。本実施形態の液晶表示パネルＬPにおいては、液
晶層Ｌの液晶分子が一方のガラス基板側の配向膜から他方のガラス基板側の配向膜に向け
て２３０°±２０°にわたり捩れ配向するように、液晶層Ｌを挟んで対向する一対の配向
膜の各配向処理方向が設定されている。すなわち、本実施形態の液晶表示パネルＬPは、
ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）型液晶表示パネルである。
【００１５】
　前述した後ガラス基板２の延出部２ａにおける前側（ガラス基板１に対向する側）表面
の中央部には、図１に示すように、液晶を駆動するドライバ素子としての半導体チップ４
がＣＯＧ方式で搭載されている。この半導体チップの設置エリアに向けて、表示電極と走
査電極から引出された複数のリード配線５が引き回し配設されている。また、この半導体
チップ４の設置領域から延出部２ａの長手縁辺に向けて、複数の入力配線６が配設されて
いる。そして、これら入力配線６の各接続端子部が並設された端縁には、外部回路基板（
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不図示）に配線接続するためのフレキシブル配線基板７が導通接合されている。
【００１６】
　而して、後ガラス基板延出部２ａの後面には、図４に示すように、光透過制限部材とし
てのカラーフィルタ８ａ、８ｂ及び遮光膜９が、それぞれ所定位置に配設されている。カ
ラーフィルタ７、８は、それぞれ、異なる色の複数の色要素を組み合わせて所望の模様の
マークに形成されている。
【００１７】
　遮光膜９は、樹脂ブラック等の遮光材料を用い、半導体チップ４の設置領域に対応する
位置に、その設置領域全体を被うことができる大きさを備えた所望の形状に形成されて配
設されている。
【００１８】
　本実施形態においては、上述したカラーフィルタ７、８及び遮光膜９の光透過制限部材
を、インクジェット法により塗布形成する。このインクジェット法によれば、それらカラ
ーフィルタ７、８及び遮光膜９を所望の形状に正確且つ容易に形成することができる。な
お、後ガラス基板延出部２ａの一方の角部には、本液晶表示パネルＬPの製造ロット番号
を示すＮｏマーク１０が付設されている。このＮｏマーク１０も遮光膜９と同じ遮光材料
を用いてインクジェットにより同時に塗布形成する。これにより、Ｎｏマーク１０を付設
するために工数がアップするデメリットを解消することができる。
【００１９】
　次に、バックライトＢLの構成について、図２に基づき説明する。本実施形態のバック
ライトＢLはサイドライト型面発光照明装置であり、透明な樹脂板からなる導光板１１と
、その一方の端面に対向配置された光源としての冷陰極管１２、及び導光板１１の液晶表
示パネルＬPに対向させた光出射面１１ａとは反対側の裏面１１ｂに設置された光反射板
１３とからなる。このバックライトＢLによれば、冷陰極管２から射出された光が、二点
鎖線で示すように、導光板１１に入射した後、拡散反射面に処理された裏面１１ｂにより
拡散反射され、或いは拡散反射されずに光反射板１３により反射されて、光出射面１１ａ
から液晶表示パネルＬPに向けて面状に出射される。
【００２０】
　ここで、導光板１１は、液晶表示パネルＬPの後ガラス基板２と平面形状が略同一の長
方形に形成され、その光出射面１１ａを後ガラス基板２の後面に平行で且つずれることな
く重なるように正対させて設置されている。従って、光出射面１１ａから出射される面状
照射光は、液晶表示領域Ｄeだけでなく、後ガラス基板２の後面の略全面にわたり照射さ
れる。
【００２１】
　以上の様に構成された液晶表示装置においては、冷陰極管１２から射出され導光板１１
内に入射した例えば光線イ、ロのうち、光線イは光出射面１１ａから液晶表示領域Ｄeに
向けて出射され、液晶Ｌを透過する。この液晶Ｌを透過する際に入力表示信号に応じて印
加される電界により液晶Ｌの複屈折作用が制御され、光の透過率が変化する。これにより
、液晶表示領域Ｄeにおいては、液晶表示パネルＬPに入力される表示信号に応じて変化す
る動的表示がなされる。
【００２２】
　一方、液晶表示領域Ｄe外の後ガラス基板２の延出部２ａに向けて出射された光線のう
ち、図２に示すように、カラーフィルタ８ｂに入射した光線ロは、そのカラーフィルタ８
ｂを透過する際に各色要素の分光特性に応じて特定波長域の成分光が吸収され、透過した
色要素に特有の着色光となって出射する。従って、カラーフィルタ８ｂの模様と形状に応
じた装飾表示がなされる。この装飾表示は、表示形態が一定で変化しない静的表示である
。カラーフィルタ８ａについても、同様である。
【００２３】
　また、図３に示すように、遮光膜９に入射した光線ハは黒色の遮光膜９により吸収され
る。このように、光線ハのような半導体チップ４に向かう照射光はその設置領域に対応さ
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せて配置されている遮光膜９により吸収されるから、半導体チップ３に光が照射されて誤
動作を起こす不具合が解消される。また、遮光膜９の形状を、単なる矩形ではなく、図４
に示すような所望の図案化された形状とすれば、遮光膜９もカラーフィルタ７、８と同様
の黒色の装飾表示となる。これにより、後ガラス基板延出部２ａの縁端部を除く領域を基
板表示領域Ｄsとし、この基板表示領域Ｄsにおいては、カラーフィルタ７、８と遮光膜９
が組み合わされた静的な装飾表示がなされる。その結果、額縁領域が狭められると共に、
表示領域と額縁領域とバランスが改善される。
【００２４】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置によれば、表示領域が、入力表示信号に応じ
た動的表示を行う液晶表示領域Ｄeと一定の装飾模様の静的表示を行う基板表示領域Ｄsと
で構成されるから、ドライバ素子の半導体チップ３をＣＯＧ搭載した液晶表示パネルＬP
を用いるにも拘わらず、表示領域が一定幅の狭い額縁領域で囲まれた両領域のバランスの
良い液晶表示装置を得ることができる。そして、液晶表示領域Ｄeと基板表示領域Ｄsとか
らなる表示領域においては、動的表示と静的表示を組み合わせた斬新なカラー表示が行わ
れる。
【００２５】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではない。たとえば、光透過制限
部材としてのカラーフィルタ８ａ、８ｂは、後ガラス基板２の前面（対向側表面）に設置
してもよい。この場合、カラーフィルタ８ａ、８ｂの材料として電気絶縁性に優れた樹脂
材料を用いることにより各配線５、６間のショートを防止することができる。
【００２６】
　また、カラーフィルタ８ａ、８ｂは、着色材料をインクジェット法で塗布して形成する
方法に限らず、着色テープを貼着して形成してもよい。
【００２７】
　さらに、バックライトＢLの導光板１１は、常に後ガラス基板２と略同一形状とする必
要はなく、少なくとも液晶表示領域Ｄeと基板表示領域Ｄsの双方を照射できる形状とすれ
ばよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態としての液晶表示装置を示す平面図である。
【図２】図１のII－II線断面図である。
【図３】図１のIII－III線断面図である。
【図４】上記液晶表示装置における液晶表示パネルを後面側からみた底面図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　　　　　　前ガラス基板
　２　　　　　　後ガラス基板
　２ａ　　　　　延出部
　３　　　　　　シール材
　４　　　　　　半導体チップ
　５　　　　　　リード配線
　６　　　　　　入力配線
　７　　　　　　フレキシブル配線基板
　８ａ、８ｂ　　　　カラーフィルタ
　９　　　　　　遮光膜
　１０　　　　　Ｎｏマーク
　１１　　　　　導光板
　１２　　　　　冷陰極管
　１３　　　　　光反射板
　Ｌ　　　　　　液晶
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　ＬP　　　　　 液晶表示パネル
　ＢL　　　　　 バックライト
　Ｄe　　　　　 液晶表示領域
　Ｄs　　　　　 基板表示領域

【図１】 【図２】
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